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令和３年度ノースアジア大学総合研究センター後期公開講座のお知らせ

　錦秋の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素

は本学の教育・研究活動に格段のご高配を賜りまして、厚く御礼申し上げます。

　さて、ノースアジア大学総合研究センター客員教授の先生方を中心とします今年度後期

公開講座につきまして、皆様にご案内申し上げます。

　11月20日（土）　第14回ノースアジア大学文学賞授賞式並びに記念コンサートを開催い

たします。全国から多数のご応募をいただき、多くの作品の中から選ばれました受賞作品

発表の日です。最終選考に当たられた著名な先生方のご講評がありますとともに、各地か

ら受賞者の方々がご出席になります。

　授賞式に続きまして、記念コンサートを実施いたします。今回はゲスト校として秋田市

立勝平中学校吹奏楽部をお招きして、ノースアジア大学及びノースアジア大学明桜高等学

校吹奏楽部とのコラボレーションをお聴きいただきます。ご期待ください。

　11月27日（土）　白鷗大学名誉教授で、本学総合研究センター客員教授の福岡政行先生

のご講演会でございます。演題は、「2022年の日本を展望する－日本の国の姿は、間違い

なく変わる－」です。ご講演後のゼミナールもご期待ください。

　12月1日（水）　フリーアナウンサーで、本学客員准教授の綿引かおる先生の教養講座で

ございます。「発声・滑舌講座～外郎売を用いて～」を教えてくださいます。ういろううり（外

郎売）は言葉の練習に用いられます。楽しみにしていてください。

　2月26日（土）　脚本家で、本学総合研究センター客員教授の内館牧子先生のご講演会で

ございます。演題は、「小さな神たちの祭り－震災から10年が過ぎて(東北放送制作テレビ

ドラマより)」です。内館先生は、本学の教育諮問委員もお務めしております。

　3月12日（土）　福岡政行先生の2回目のご講演でございます。演題は、「新しい日本　新

しい秋田　新しい生き方－コロナで日本は変わった！どうする日本だ－」です。ご講演後

のゼミナールもご期待ください。

　上記公開講座に加え、ノースアジア大学雪国民俗館主催の第12回民俗学シンポジウム

も12月4日（土）に開催されます。テーマは、「秋田学ことはじめ ―生きる力― 」でござい

ます。併せてご案内申し上げます。

　　

　皆様の多数のご来場をお待ちしております。

ノースアジア大学　総合研究センター長　道　端　忠　孝
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お問い合わせ先
ノースアジア大学総合研究センター

〒010-8515　秋田市下北手桜守沢46-1　　URL  http://www.nau-grc.jp
TEL 018-836-6592　　　FAX 018-836-6530　　　 E-mail  scenter@nau.ac.jp

ノースアジア大学総合研究センター主催の公開講座につきまして、ご案内申し上げます。

　公開講座日程は右ページのとおりでございます。会場＆駐車場の案内図は16頁に掲載しております。
　原則として高校生以上の方であれば、どなたでも受講できます。ただし、「第14回ノースアジア大学
文学賞授賞式・記念コンサート」につきましては、中学生以下の方もご来場いただけます。
　受講につきましては、下記のとおりお申し込みくださいますよう、よろしくお願いいたします。

１．申込方法について
下記のように①～④の方法でお申し込みできます。17頁の「登録料について（ご案内）」をご確認のうえ、
お申込みください。

①　郵送
綴じ込みの『公開講座受講申込書』に必要事項をご記入のうえ、下記「お問い合わせ先」にお送りくださ
い。

②　ＦＡＸ
綴じ込みの『公開講座受講申込書』に必要事項をご記入のうえ、下記「お問い合わせ先」FAX番号にお送
りください。

③　E-mail（メール）
綴じ込みの『公開講座受講申込書』を参考に、受講者のご氏名(フリガナ)・年齢・ご住所・電話番号・講
座名を、下記「お問い合わせ先」にお送りください。

④　電話
綴じ込みの『公開講座受講申込書』を参考に、受講者のご氏名(フリガナ)・年齢・ご住所・電話番号・講
座名を、下記「お問い合わせ先」にお知らせください。

２．登録料・受講料について
登録料・受講料につきましては、綴じ込みの「銀行振込用紙」をご使用ください。秋田銀行の本店・支店
からお振込みの場合は振込手数料が全額免除されますので、ご利用をお勧めいたします。（登録料・受講
料は最初に受講する講座の開講日5日前までにお振り込みください。）
※「銀行振込用紙」は各金融機関の窓口（郵便局を除く）でお振り込みすることも可能ですが、所定の振込

手数料がかかります。

３．受講に際して
１）	お振り込みを確認後、入場券を送付します。来場時、受付にて入場券をご提示いただきますよう、お

願い申し上げます。
２）	教室内での喫煙はご遠慮ください。飲食も原則禁止しますが、講師が必要と認めた場合はこの限りで

はありません。
３）	定員に達した場合は、当センターより連絡いたします。何卒ご了承ください。
４）	交通機関につきましては、16頁をご覧ください。運行状況により変更になる場合もございます。また、

駐車場に限りがございますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。

４．申込締切

各講座の7日前までにお申し込みください（必着）　　
＊　受講を取りやめる場合は、お手数でも当センターへご連絡ください。

ご　　案　　内
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№ 公開講座名・講師名 開催日時・会場（日程順） 登録料（お一人様）

１

第14回ノースアジア大学文学賞授賞式・記念コンサート
【文学賞選考委員】
　小説家
　ドイツ文学者　

柴　田　　　翔

　脚本家
　ノースアジア大学教育諮問委員
　ノースアジア大学総合研究センター客員教授　

内　館　牧　子

　ノンフィクション作家・評論家
　ノースアジア大学総合研究センター客員教授　　

石　川　　　好

【記念コンサート出演者】
秋田市立勝平中学校吹奏楽部
ノースアジア大学吹奏楽部・ノースアジア大学明桜高等学校吹奏楽部

11月20日（土）
【授賞式】

午後1時00分～ 2時15分
（開場12時30分）

【コンサート】
午後2時30分～ 3時30分

ノースアジア大学
古田記念講堂

無　料

２

講演会　

　①「2022年の日本を展望する
　　－日本の国の姿は、間違いなく変わる－」
　②「新しい日本　新しい秋田　新しい生き方
　　－コロナで日本は変わった！どうする日本だ－」
　白鷗大学名誉教授
　ノースアジア大学総合研究センター客員教授

福　岡　政　行

①　11月27日（土）
②　  3月12日（土）

午後1時00分～ 2時30分
（開場12時30分）

ノースアジア大学
40周年記念館2階271教場

後期3講座
合計で
3,000円

３

講演会  「小さな神たちの祭り－震災から10年が過ぎて
（東北放送制作テレビドラマより）」

　脚本家
　ノースアジア大学教育諮問委員
　ノースアジア大学総合研究センター客員教授

内　館　牧　子

2月26日（土）
午後1時00分～ 2時30分

（開場12時30分）

ノースアジア大学
40周年記念館2階271教場

４

教養講座　「発声・滑舌講座　～外郎売を用いて～」
　フリーアナウンサー
　ノースアジア大学客員准教授　

綿　引　かおる

12月1日（水）
午後6時00分～ 7時30分

明徳館ビル２階
カレッジプラザ講義室

受講料（お一人様）

1,200円

５

第12回民俗学シンポジウム　
「秋田学ことはじめ －生きる力－」
　パネラー ： ノースアジア大学 雪国民俗館 館長／経済学部 特任教授

　　　 鎌　田　幸　男
　パネラー ： ノースアジア大学 雪国民俗館 館員／経済学部 准教授

　　　 村　中　孝　司
　パネラー ： ノースアジア大学 雪国民俗館 館員／法学部 准教授

　　　瀧　澤　　　純
　個人研究報告： ノースアジア大学 雪国民俗館 館員／附属図書館 職員

　　　瀧　澤　瑞　穂
　司会・進行 ： ノースアジア大学 雪国民俗館 館員／法学部 教授

　　　　橋　元　志　保

12月4日（土）
午後1時00分～ 4時00分

（開場12時50分）

ノースアジア大学2階201教場

無　料

令和３年度ノースアジア大学総合研究センター後期公開講座日程一覧
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選　考　内　容

　第14回ノースアジア大学文学賞は、8月25日（水）をもちまして応募締

切とさせていただきました。

　今年も全国各地から、沢山の作品のご応募がありました。数多くの珠

玉の作品をご応募いただき、誠にありがとうございました。

　今年度は11月20日（土）に、「第14回ノースアジア大学文学賞授賞式・記

念コンサート」を開催いたします。どうぞお誘い会わせの上、お越しく

ださいますようお願い申し上げます。

Ⅰ 高校生の部門	 エッセイ（自由作品）の部　
	 　◎最優秀賞…賞状と記念品（５万円相当の旅行券）  
	 　◎優 秀 賞…賞状と記念品（３万円相当の旅行券）
	 　◎学 校 賞…賞状と記念品
　
Ⅱ 大学生・一般の部門	 ①エッセイ（自由作品）の部　　②短編小説の部
	 　◎最優秀賞…賞状と記念品（５万円相当の旅行券）
	 　◎優 秀 賞…賞状と記念品（３万円相当の旅行券）

	 ※それぞれの部で優秀賞を複数選びます。また選考委員特別賞も授与します。
	 ※短編小説の部は、大学生・一般の部門のみの募集となります。
	 ※特に優れた作品を応募された高等学校には、学校賞を送ります。

＊＊ 部　門 ＊＊

令和2年11月28日（土）　於　ノースアジア大学古田記念講堂

◇第13回ノースアジア大学文学賞授賞式 記念写真◇
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　コロナのまん延による「外出自粛」が続く中、私の周囲には「もの
を書きたい」とする人が、目に見えて増えました。書きたいことが
数多く出て来たのだと思います。
　このコロナ禍は本当に多くのことを私たちに気づかせてくれま
した。患者や医療従事者たちへの差別ばかりか、それはその家族
にまで向けられました。これまで当たり前だった外食、宴会、買
い物などに厳しい制限が設けられ、愛された店々や観光施設が倒
産し、コンサートも演劇も映画も生活から奪い去られてしまいま
した。その結果、私たちはこれまで当たり前に受けていた「文化」が、
どれほど人生に大切なものかを思い知らされたのです。
　そんなコロナ禍で感じたこと、終息後の暮らし方、生き方等々、
ぜひ小説やエッセイに書いてみてはいかがでしょう。冷静に書い
ても、怒りをぶちまけても、思うように綴ってみて下さい。それ
はあなた自身をも、きっと少しは楽にしてくれるはずです。
　もちろん、コロナと関係のない作品も楽しみにお待ちしています。

　ノースアジア大学文学賞、その短編小説部門の充実ぶりにはお
どろかされた。わずか400字詰原稿用紙10枚という制約の中に、
書く人たちそれぞれの考えている、あるいはむしろ直感している、
生きるということの本質、核心が、くっきりと描かれている。
　たった10枚という短さー－。いや、それはむしろ、その短さだ
からこそ見えてくる風景だ。心の中でふと出会った光景が、無駄
に拡散するのとなく、10枚の中にしっかりと書き留められる。
　ノースアジア大学文学賞は、秋田の地に発しながら、回を重ね
るうちに、今では広く列島の各地から様々な秀作を呼び寄せてい
るが、その賞にかかわる一人として、発足当時に10枚という異例
の短さの小説を設定した方々の創意に敬意を表したいと思う。

　第14回目となったノースアジア大学文学賞は、いまや本学の名
物行事のひとつになっている。
　文学賞開設以来、選考委員を務めているが、年を追うごとに作
品の質も向上し、国内のみならず北京やモンゴルといった海外か
らも作品がよせられている。
　このことは本学にとって大変名誉なことである。国内外にノー
スアジア大学の知名度が高まることに貢献しているからだ。
　そして、書く訓練をするということは、その国の言葉の文化を
保持する上で非常に大切なことでもある。本学のような地方の大
学が多くの人に文章を書く機会を与えたことは、高校生・大学生
そして一般の人々にとって文章力の保持という視点からも大変重
要なことだと考える。
　極めて少ない10枚程度の投稿が求められるが、文章は短く、削
りに削ってこそ、その輝きを増すものである。多くの作品が集ま
ることを期待する。

現　　職
脚本家
ノースアジア大学 教育諮問委員
ノースアジア大学 総合研究センター 客員教授

履　　歴
武蔵野美術大学 卒業　
東北大学大学院 文学研究科修了
NHK大河ドラマ「毛利元就」・NHK連
続テレビ小説「ひらり」・TBSドラマ
スペシャル「塀の中の中学校」他
多数のテレビドラマの脚本を手掛
ける。

現　　職
小説家
ドイツ文学者
東京大学名誉教授

履　　歴
東京大学文学部独文科 卒業
同大学院独文科修士課程終了
「されど、われらが日々―」で第51回
芥川賞を受賞

現　　職
ノンフィクション作家
酒田美術館 館長
ノースアジア大学 総合研究センター 客員教授

履　　歴
東京都大島生まれ
慶応義塾大学 卒業
「カリフォルニアストーリー」にて文筆
業を始める
「ストロベリーロード」にて第20回大
宅壮一ノンフィクション賞を受賞
元秋田公立美術工芸短期大学 学長

プロフィール

プロフィール

プロフィール

柴田　翔

内館　牧子

石川　　好

第14回ノースアジア大学文学賞授賞式・記念コンサート第14回ノースアジア大学文学賞授賞式・記念コンサート

◆◆文学賞選考委員＆文学賞へのメッセージ◆◆

開催日時 11月20日㈯　午後1時00分～2時15分（開場12時30分）授賞式11月20日㈯　午後1時00分～2時15分（開場12時30分）授賞式
会　　場 ノースアジア大学 古田記念講堂ノースアジア大学 古田記念講堂

文 学 賞 授 賞 式文 学 賞 授 賞 式
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第14回ノースアジア大学文学賞授賞式・記念コンサート第14回ノースアジア大学文学賞授賞式・記念コンサート
記 念 コ ン サ ー ト記 念 コ ン サ ー ト

開催日時 11月20日㈯　午後2時30分～3時30分（文学賞授賞式終了後）11月20日㈯　午後2時30分～3時30分（文学賞授賞式終了後）
多少時間が変動することがあります。あらかじめご了承下さい。多少時間が変動することがあります。あらかじめご了承下さい。

会　　場 ノースアジア大学 古田記念講堂ノースアジア大学 古田記念講堂

出　　演 ノースアジア大学吹奏楽部・ノースアジア大学明桜高等学校吹奏楽部
秋田市立勝平中学校吹奏楽部
ノースアジア大学吹奏楽部・ノースアジア大学明桜高等学校吹奏楽部
秋田市立勝平中学校吹奏楽部

令和2年11月28日（土）於　ノースアジア大学古田記念講堂

・吹奏楽のためのファンファーレ「イン・トライアンフ」 
	 下田 和輝
・カーペンターズフォーエバー	 真島 俊夫
	 他

＜演奏曲目＞
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　こんにちは！勝平中学校吹奏楽部です。
　勝平中学校吹奏楽部は、本校が開校された昭和62年に創部し、今年で34年
目になります。これまでマーチング大会で平成18年に東北大会出場、吹奏楽
コンクールでは平成25 ～ 27年に３年連続東北大会銀賞受賞するなど、通算
６回の東北大会出場を果たしています。そして昨年度は、アンサンブルコンテ
ストにおいて打楽器三重奏で創部以来初めてとなる全国大会出場を果たしまし
た。
　私たちの部訓は「響恩」です。感謝の気持ちを音に乗せて届けるという意味が
込められています。今日は、このような演奏をする機会を設けていただいたこ
とへの感謝や、活動する中でたくさんの方々に支えられて音楽表現をすること
ができる喜びを胸に演奏したいと思います。３年生が引退し、１、２年生での
新体制がスタートしてから初めての本番となります。多くの方に楽しんでいた
だけるよう、精一杯頑張ります。よろしくお願いします！

秋田市立勝平中学校吹奏楽部一同

＊コンサート開催に向けて＊

【メッセージ】

秋田市立勝平中学校吹奏楽部
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　5月に行われたノースアジア大学ウィンドオーケストラコンサートで秋田犬

「ハチ」～語り継がれる友情物語を演奏させていただきました。ナレーション

入りの吹奏楽作品から音楽と物語がリンクし合い演奏者も観客の皆様も感極ま

るシーンがありました。文字の力、言葉の力、そして音楽の力を実感し、部員

たちの感受性が磨かれた経験となりました。我々が出会う音楽の誕生の経緯や

作曲者の意図を汲み取ることで音楽を何倍も楽しめることができます。それこ

そが「話すときは歌うように、歌うときは話しかけるように」につながると思い

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　ノースアジア大学吹奏楽部

　　　　　　　　　　　　　　　ノースアジア大学明桜高等学校吹奏楽部

顧　問　　石　崎　聖　也

【メッセージ】

ノースアジア大学吹奏楽部・ノースアジア大学明桜高等学校吹奏楽部

− 8 −



福岡 政行 講演会

第1回 　「2022年の日本を展望する
　　　　　－日本の国の姿は、間違いなく変わる－」

第２回 「 新しい日本　新しい秋田　新しい生き方
　　　　－コロナで日本は変わった！どうする日本だ－」

開講日時▶11月27日㈯　午後１時00分～２時30分（開場 午後12時30分）
会　　場▶ノースアジア大学 40周年記念館２階 271教場

開講日時▶３月12日㈯　午後１時00分～２時30分（開場 午後12時30分）
会　　場▶ノースアジア大学 40周年記念館２階 271教場

　今後の日本経済は大幅にシュリンクするだろう。自民党は新政権となったが、この
秋の衆議院選挙は、国民の大切な一票により、日本復活の糸口を掴むことが出来るのか。
今の政治が本当に国民のためになっているのか。私達の“人生の本舞台は未来にある” 
のだ。
　日本再生の期待と不安、米中の狭間での日本外交、これからの日本の姿とは・・・。

　生活スタイルは変わった。税収入減で消費税はアップし、年金もカットであろう。
秋田の経済もますます深刻になりそうだ。コロナ後の新生活にどう対応するのか。
　ふるさと秋田へ若者が戻りやすくする。働き方は、テレワークが当たり前になって
きた。秋田にある様々な物に付加価値をつけ、時代の変化に対応する仕事・商品を開
発することが必要だ。

現職　　白鷗大学 名誉教授
　　　　ノースアジア大学 総合研究センター 客員教授
履歴	 早稲田大学大学院 政治学研究科 博士課程修了
　　　　駒澤大学 法学部助教授

プロフィール 

講演内容

講演内容
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講演内容

内館 牧子 講演会

「 小さな神たちの祭り-震災から10年が過ぎて
（東北放送制作テレビドラマより）」 

開講日時▶２月26日㈯　午後１時00分～２時30分（開場 午後12時30分）
会　　場▶ノースアジア大学 40周年記念館２階 271教場

　東日本大震災から、2022年3月で11年目に入ります。

　私はこの間ずっと、「亡くなった人たちはどこかで楽しく生きているんじゃないかし

ら」と、心のどこかで思っていました。科学的な理由なんてありません。ただ、岩手

や宮城の人たちから、よく不思議な話を聞きました。

　亡くなった子供のオモチャが夜中に動いたとか、タクシードライバーが亡くなった

人を乗せたとか。それを聞いた人たちが、「やっぱりどこかで生きている」と安心した

という話も耳にしました。

　東北放送のテレビ開局60周年ドラマとして、私はそんな話を書きました。大切な人

を亡くした方々から「元気が出た！」と言われ、文化庁の芸術祭賞や海外での賞も頂き

ました。国を問わず、誰もが「死者は目の前からいなくなったけど、どこかで生きて

いる」と思っているのだと我が意を得ました。

　ドラマのタイトルの意味は、講演の中で気づかれると思います。

現職	 脚本家
　　　　ノースアジア大学 教育諮問委員
　　　　ノースアジア大学 総合研究センター 客員教授

履歴	 武蔵野美術大学 卒業
　　　　東北大学大学院 文学研究科修了
　　　　NHK大河ドラマ「毛利元就」・NHK連続テレビ小説

「ひらり」・TBSドラマスペシャル「塀の中の中学校」
他多数のテレビドラマの脚本を手掛ける。

プロフィール 

撮影/富本真之
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。

　声に出して読んでみてください。明瞭に言えましたか？
　口が回らない！という人もいるのではないでしょうか。

　この講座では、初歩の発声・滑舌トレーニングを紹介したのち、冒頭に一文を記
した、歌舞伎十八番「外郎売」（一部抜粋）の音読に臨みます。

　昔に比べて声に張りがなくなった、口が回らなくなった、と感じている人。
　最近あまり人と話していないという人。
　マスクを隔てて話す・伝えることに苦労している人。
　ぜひ一緒に、声と口の周りの筋肉を鍛えて、ご自身のコミュニケーション活動に
生かしてください。

　新型コロナウィルス感染防止につとめ、講師からの説明を多くし、実習は最小限
に留める予定です。
　受講者に発表してもらうという場面はありませんのでお気軽にご参加ください。
必要な方は水またはお茶などをご持参ください。

講師 綿引 かおる
現職	 フリーアナウンサー
	 ノースアジア大学 客員准教授
履歴	 山形大学 人文学部卒業
	 秋田テレビアナウンサー

プロフィール 

講座内容

開講日時▶令和３年12月１日㈬　午後６時00分～７時30分
会　　場▶明徳館ビル２階　カレッジプラザ講義室

教養講座　「発声・滑舌講座
　　　　　　　　～外郎売を用いて～」
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開催日時▶令和３年12月４日(日)　午後１時00分～４時00分（開場 12時50分）
会　　場▶ノースアジア大学　２階201教場

プログラム
1. 挨　　拶
2. パネラー 鎌田　幸男（経済学部特任教授、雪国民俗館館長）

　　　　　　「民俗文化の根底にある想い－風土論的視点、明日への力－」
　 村中　孝司（経済学部准教授、雪国民俗館館員）

　　　　　　「秋田県の風土から大豆食文化とその背景をひもとく」
瀧澤　　純（法学部准教授、雪国民俗館館員）
　　　　　　「秋田県民はヒトや生物の心をどうとらえているか？」

3. 個人研究報告
瀧澤　瑞穂（大学附属図書館職員、雪国民俗館館員）
　　　　　　「いぶりがっこの美味しさの秘訣について」

4. 雪国民俗学研究会の活動報告
5. 質疑応答
　 司会・進行　橋元　志保（法学部教授、雪国民俗館館員）

主　催：	 ノースアジア大学雪国民俗館	
連絡先：	 TEL　018―836―2405（担当：嵯峨）
　　　　　Mail saga@nau.ac.jp（担当：嵯峨）

第12回民俗学シンポジウム第12回民俗学シンポジウム

秋田学ことはじめ秋田学ことはじめ
－生きる力－生きる力－－

参　加　費

無 料
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第12回民俗学シンポジウム
「秋田学ことはじめ－生きる力－」

開講日時	 12月４日(土)　午後１時00分～４時00分(開場 12時50分)
会　　場	 ノースアジア大学　２階201教場
申込締切	 12月３日(金)まで　　申込方法	　電話 018-836-2405 まで（担当：嵯峨）

● プロフィール ●

パ ネ ラ ー

パ ネ ラ ー

司 会 ・ 進 行

個 人 研 究 報 告

研究会活動報告（学生サークル活動）

鎌田　幸男
　現　　職	 ノースアジア大学 雪国民俗館 館長
	 ノースアジア大学 経済学部 特任教授
　「民俗文化の根底にある想い－風土論的視点、明日への力－」

村中　孝司
　現　　職	 ノースアジア大学 雪国民俗館 館員
	 ノースアジア大学 経済学部 准教授
　「秋田県の風土から大豆食文化とその背景をひもとく」

瀧澤　　純
　現　　職	 ノースアジア大学 雪国民俗館 館員
	 ノースアジア大学 法学部 准教授
　「秋田県民はヒトや生物の心をどうとらえているか？」

橋元　志保
　現　　職	 ノースアジア大学 雪国民俗館 館員
	 ノースアジア大学 法学部 教授

瀧澤　瑞穂
　現　　職　ノースアジア大学　雪国民俗館　館員
　　　　　　ノースアジア大学　附属図書館　職員
　　　　　　「いぶりがっこの美味しさの秘訣について」

ノースアジア大学雪国民俗学研究会　経済学部２年　大森　龍斗
　「秋田の民謡の調査から」

コーディネーター・パネラー
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《会場&駐車場＆シャトルバスのご案内》

秋田中央I・C

城東中学校
秋田中央道路出入口秋田中央道路出入口

太平川大学病院

秋田大学

至国道13号線横山金足線

アルヴェ 明田地下道明田地下道

千秋トンネル

千秋公園

秋田駅

南
大
通
り

中
央
大
通
り

仲
小
路

広
小
路

ノースアジア大学
秋田栄養短期大学

大学正門

守衛室

駐
車

場

40周年
記念館短大校舎

図
書
館大

学
校
舎

●お問い合わせ先●
ノースアジア大学総合研究センター
〒010-8515　秋田市下北手桜守沢46-1
電話018-836-6592・4531  FAX018-836-6530
E-mail:scenter@nau.ac.jp
URL:http://www.nau.-grc.jp

広小路

仲小路

中央通り

西口 東口

OPA

アルヴェ

アトリオン東北電力にぎわい
交流館 秋田西武

フォンテAKITA
みずほ銀行

秋
田
駅

●カレッジプラザ（明徳館ビル２階）●
〒010-0001
秋田市中通２丁目1-51
電話 018-825-5455
※カレッジプラザの駐車場は立体式です。（無料）
　台数に限りがあります。
※シャトルバス（マイクロバス）の運行はありません。

ノースアジア大学　40周年記念館２階　271教場

ノースアジア大学　２階　201教場

カレッジプラザ
明徳館ビル２階

【無料スクールバス】
秋田駅東口（NHK秋田放送局横）か
ら運行しています。運行ダイヤについ
てはホームページでご確認ください。

【無料シャトルバス】
秋田駅東口（ロータリー）からシャト
ルバス（マイクロバス）を運行してい
ます。受講開始時刻の１時間前から数
本往復します。

ノースアジア大学
古田記念講堂

秋田中央道路出入口

県庁

市役所

山
王
十
字
路
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《会場&駐車場＆シャトルバスのご案内》

秋田中央I・C

城東中学校
秋田中央道路出入口秋田中央道路出入口

太平川大学病院

秋田大学

至国道13号線横山金足線

アルヴェ 明田地下道明田地下道

千秋トンネル

千秋公園

秋田駅

南
大
通
り

中
央
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小
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小
路

ノースアジア大学
秋田栄養短期大学

大学正門

守衛室

駐
車

場

40周年
記念館短大校舎

図
書
館大

学
校
舎

●お問い合わせ先●
ノースアジア大学総合研究センター
〒010-8515　秋田市下北手桜守沢46-1
電話018-836-6592・4531  FAX018-836-6530
E-mail:scenter@nau.ac.jp
URL:http://www.nau.-grc.jp

広小路

仲小路

中央通り

西口 東口

OPA

アルヴェ

アトリオン東北電力にぎわい
交流館 秋田西武

フォンテAKITA
みずほ銀行

秋
田
駅

●カレッジプラザ（明徳館ビル２階）●
〒010-0001
秋田市中通２丁目1-51
電話 018-825-5455
※カレッジプラザの駐車場は立体式です。（無料）
　台数に限りがあります。
※シャトルバス（マイクロバス）の運行はありません。

ノースアジア大学　40周年記念館２階　271教場

ノースアジア大学　２階　201教場

カレッジプラザ
明徳館ビル２階

【無料スクールバス】
秋田駅東口（NHK秋田放送局横）か
ら運行しています。運行ダイヤについ
てはホームページでご確認ください。

【無料シャトルバス】
秋田駅東口（ロータリー）からシャト
ルバス（マイクロバス）を運行してい
ます。受講開始時刻の１時間前から数
本往復します。

ノースアジア大学
古田記念講堂

秋田中央道路出入口

県庁

市役所

山
王
十
字
路

登録料について（ご案内）
　令和3年度後期公開講座をご受講いただくにあたり、登録料をいただいております。料金に
つきましては下記のとおりとなっております。別紙参加申込書にてお申込みいただくとともに、
別紙振込用紙にて登録料をお振込み下さいますよう、ご案内申し上げます。

№ 講座名・講師名 日時・会場 登録料
（お一人様）

1
福岡政行講演会

「2022年の日本を展望する
－日本の国の姿は、間違いなく変わる－」

令和3年11月27日（土）
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271教場

後期３講座
合計で

3,000円
2

内館牧子講演会
「小さな神たちの祭り
　－震災から10年が過ぎて
（東北放送制作テレビドラマより）」

令和4年2月26日（土）
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271教場

3
福岡政行講演会

「新しい日本　新しい秋田　新しい生き方
－コロナで日本は変わった！どうする日本だ－」

令和4年3月12日（土）
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271教場

4 綿引かおる教養講座
「発声・滑舌講座　～外郎売を用いて～」

令和3年12月1日（水）
明徳館ビル2階

カレッジプラザ講義室
1,200円

5

第14回ノースアジア大学文学賞
授賞式・記念コンサート
　選考委員：柴　田　　　翔 氏
　　　　　　内　館　牧　子 氏
　　　　　　石　川　　　好 氏
記念コンサート ゲスト
秋田市立勝平中学校吹奏楽部

令和3年11月20日（土）
ノースアジア大学

古田記念講堂
無　料

6 第12回民俗学シンポジウム
「秋田学ことはじめ－生きる力－」

令和3年12月4日（土）
ノースアジア大学2階 201教場 無　料

※№1 ～ 3の講演会につきまして、先着順となっておりますので、全ての講演会を受講出来な
　い場合がございます。あらかじめご了承下さい。

◎№1～ 3の講演会は、何講座受講されましても、登録料はお一人様一律3,000円です。
◎別添の「振込用紙」をご利用いただき、講演会5日前までに必ずお振込みください。
◎受理した登録料は、いかなる理由がありましても返還いたしません。ご了承願います。
◎講演会当日、現金でのお支払いは受付することが出来ません。
◎登録料の振込確認後、当センターより入場券を送付いたします。
◎入場券の提示を確認できない場合は、入場をお断りする場合がございます。

お問い合わせ先
ノースアジア大学総合研究センター

〒010-8515　秋田市下北手桜守沢46-1　　URL  http://www.nau-grc.jp
TEL 018-836-6592　　　FAX 018-836-6530　　　 E-mail  scenter@nau.ac.jp
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公開講座受講申込書　　

 ノースアジア大学総合研究センター　宛
　　

 下記のとおり受講申込みします。

 （郵送・ＦＡＸ）
郵送先
〒 010-8515　秋田市下北手桜守沢 46-1

　ノースアジア大学総合研究センター　宛

　ＦＡＸ番号  018－836－6530

申込日  令和    　年   　　月　    日
フリガナ

年齢

歳
ご氏名

ご住所　〒　　　－　
　　
　TEL　　　（　　　）         　　　FAX　　　（　　　）
　E-mailail

№ 公開講座名 日時・会場 人　数

1
第14回ノースアジア大学文学賞
授賞式・記念コンサート

11月20日（土）午後1時00分 ～
ノースアジア大学古田記念講堂

名

2

福岡政行講演会　
「2022年の日本を展望する
－日本の国の姿は、間違いなく変わる－」

11月27日（土）午後1時00分 ～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場 名

福岡政行講演会
「新しい日本　新しい秋田　新しい生き方
－コロナで日本は変わった！どうする日本だ－」

3月12日（土）午後1時00分 ～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場 名

3
内館牧子講演会

「小さな神たちの祭り－震災から10年が過ぎて
（東北放送制作テレビドラマより） 」

2月26日（土）午後1時00分 ～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場 名

4 綿引かおる教養講座
「発声・滑舌講座　～外郎売を用いて～」

12月1日（水）午後6時00分～
明徳館ビル2階

カレッジプラザ講義室 名

5 第12回民俗学シンポジウム　
「秋田学ことはじめ　－生きる力－」

12月4日（土）午後1時00分 ～
ノースアジア大学

2階 201教場 名

※枠内に必要事項を記入してください。
※複数の場合は本書をコピーしてお申し込みください。
※ご記入いただいた情報は、ノースアジア大学・秋田栄養短期大学からの各種連絡・情報提供のために利用いたします。
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2021後期公開講座2021後期公開講座
11月20日（土）スタート11月20日（土）スタート

〈会　場〉ノースアジア大学40周年記念館２階271教場／ノースアジア大学古田記念講堂
　　　　ノースアジア大学２階201教場／明徳館ビル２階カレッジプラザ講義室
〈会　場〉ノースアジア大学40周年記念館２階271教場／ノースアジア大学古田記念講堂
　　　　ノースアジア大学２階201教場／明徳館ビル２階カレッジプラザ講義室

018-836-6592　　018-836-6530
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